
（
登
録
免
許
税
法
の
一
部
改
正
）

第
五
条

登
録
免
許
税
法
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
三
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
七
条
第
一
項
中
「
ホ
」
を
「
ヘ
」
に
、「
、
信
託
」
を
「
、
配
偶
者
居
住
権
の
設
定
の
登
記
、
信
託
」に
改
め
、

同
項
の
表
地
上
権
、
永
小
作
権
、
賃
借
権
又
は
採
石
権
の
そ
の
他
の
原
因
に
よ
る
移
転
の
登
記
の
項
の
次
に
次
の
よ

う
に
加
え
る
。

配
偶
者
居
住
権
の
設
定
の
登
記

千
分
の
一

別
表
第
一
第
一
号

の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

三
の
二

配
偶
者
居
住
権
の
設
定
の
登
記

不
動
産
の
価
額

千
分
の
二

別
表
第
一
第
一
号
十
二
中
ヘ
を
ト
と
し
、
ホ
を
ヘ
と
し
、
ニ
を
ホ
と
し
、
ハ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ニ

配
偶
者
居
住
権
の
設
定
の
仮
登
記

不
動
産
の
価
額

千
分
の
一

別
表
第
一
第
三
十
八
号

中
「
の
登
録
」
の
下
に「（
更
新
の
登
録
を
除
く
。）」
を
加
え
、
同
表
第
百
四
十
二
号

中
「
限
る
」
を
「
限
り
、
更
新
の
登
録
を
除
く
」
に
改
め
る
。

平成年月日 金曜日 (号外特第号)官 報

２

配
偶
者
居
住
権
の
目
的
と
な
つ
て
い
る
建
物
の
価
額
は
、
当
該
建
物
の
相
続
開
始
の
時
に
お
け
る
当
該
配
偶
者

居
住
権
が
設
定
さ
れ
て
い
な
い
も
の
と
し
た
場
合
の
時
価
か
ら
前
項
の
規
定
に
よ
り
計
算
し
た
当
該
配
偶
者
居
住

権
の
価
額
を
控
除
し
た
残
額
と
す
る
。

３

配
偶
者
居
住
権
の
目
的
と
な
つ
て
い
る
建
物
の
敷
地
の
用
に
供
さ
れ
る
土
地
（
土
地
の
上
に
存
す
る
権
利
を
含

む
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）を
当
該
配
偶
者
居
住
権
に
基
づ
き
使
用
す
る
権
利
の
価
額
は
、
第
一
号
に
掲

げ
る
価
額
か
ら
第
二
号
に
掲
げ
る
金
額
を
控
除
し
た
残
額
と
す
る
。

一

当
該
土
地
の
相
続
開
始
の
時
に
お
け
る
当
該
配
偶
者
居
住
権
が
設
定
さ
れ
て
い
な
い
も
の
と
し
た
場
合
の
時

価
（
当
該
建
物
の
一
部
が
賃
貸
の
用
に
供
さ
れ
て
い
る
場
合
又
は
被
相
続
人
が
当
該
相
続
開
始
の
直
前
に
お
い

て
当
該
土
地
を
他
の
者
と
共
有
し
、
若
し
く
は
当
該
建
物
を
そ
の
配
偶
者
と
共
有
し
て
い
た
場
合
に
は
、
当
該

建
物
の
う
ち
当
該
賃
貸
の
用
に
供
さ
れ
て
い
な
い
部
分
に
応
ず
る
部
分
又
は
当
該
被
相
続
人
の
持
分
の
割
合
に

応
ず
る
部
分
の
価
額
と
し
て
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
計
算
し
た
金
額
）

二

前
号
に
掲
げ
る
価
額
に
第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
金
額

４

配
偶
者
居
住
権
の
目
的
と
な
つ
て
い
る
建
物
の
敷
地
の
用
に
供
さ
れ
る
土
地
の
価
額
は
、
当
該
土
地
の
相
続
開

始
の
時
に
お
け
る
当
該
配
偶
者
居
住
権
が
設
定
さ
れ
て
い
な
い
も
の
と
し
た
場
合
の
時
価
か
ら
前
項
の
規
定
に
よ

り
計
算
し
た
権
利
の
価
額
を
控
除
し
た
残
額
と
す
る
。

第
二
十
九
条
の
見
出
し
中
「
者
に
」
を
「
者
等
に
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
第
四
条
」
を
「
第
四
条
第
一
項

又
は
第
二
項
」
に
改
め
る
。

第
三
十
一
条
第
二
項
中
「
第
四
条
」
を
「
第
四
条
第
一
項
又
は
第
二
項
」
に
改
め
る
。

第
三
十
二
条
第
一
項
第
三
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

三

遺
留
分
侵
害
額
の
請
求
に
基
づ
き
支
払
う
べ
き
金
銭
の
額
が
確
定
し
た
こ
と
。

第
三
十
二
条
第
一
項
第
七
号
中
「
第
四
条
」
を
「
第
四
条
第
一
項
又
は
第
二
項
」
に
改
め
る
。

第
三
十
五
条
第
二
項
第
五
号
中
「
第
四
条
」
を
「
第
四
条
第
一
項
又
は
第
二
項
」
に
改
め
る
。

（
地
価
税
法
の
一
部
改
正
）

第
四
条

地
価
税
法
（
平
成
三
年
法
律
第
六
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
六
条
第
一
項
第
三
号
を
削
り
、
同
項
第
四
号
を
同
項
第
三
号
と
す
る
。

別
表
第
一
第
二
号
ロ
中
「
第
四
条
第
一
項
第
七
号
又
は
第
五
条
第
一
項
第
六
号
」
を
「
第
四
条
第
一
項
第
八
号
又

は
第
五
条
第
一
項
第
七
号
」
に
改
め
る
。

第
十
七
条
第
四
項
中
「
又
は
賃
借
権
」
の
下
に
「
若
し
く
は
配
偶
者
居
住
権
」
を
加
え
る
。

（
消
費
税
法
の
一
部
改
正
）

第
六
条

消
費
税
法
（
昭
和
六
十
三
年
法
律
第
百
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
八
条
第
六
項
中
「
経
営
す
る
販
売
場
」
の
下
に「（
第
八
項
に
規
定
す
る
臨
時
販
売
場
を
除
く
。）」
を
加
え
、
同

条
第
八
項
中
「
事
前
承
認
港
湾
施
設
内
に
」
を
削
り
、「
国
内
及
び
国
内
以
外
の
地
域
に
わ
た
つ
て
行
わ
れ
る
旅
客
の

輸
送
の
用
に
供
さ
れ
る
船
舶
に
乗
船
す
る
旅
客
に
対
し
、」を
「
非
居
住
者
に
対
し
、
第
一
項
に
規
定
す
る
」に
改
め
、

「
た
め
に
」
の
下
に
「
七
月
以
内
の
」
を
、「
限
る
。）」
の
下
に
「
で
次
項
の
承
認
を
受
け
た
者
」
を
加
え
、「
同
項
の

規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
た
」
を
「
第
六
項
に
規
定
す
る
」
に
改
め
、
同
条
第
九
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

９

前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
事
業
者
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
あ
ら
か
じ
め
、
そ
の

納
税
地
を
所
轄
す
る
税
務
署
長
の
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
十
条
第
十
項
を
同
条
第
十
二
項
と
し
、
同
条
第
九
項
の
次
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

10

第
一
項
の
規
定
は
、
事
業
者
が
課
税
仕
入
れ
（
当
該
課
税
仕
入
れ
に
係
る
資
産
が
金
又
は
白
金
の
地
金
で
あ
る

場
合
に
限
る
。）の
相
手
方
の
本
人
確
認
書
類
（
住
民
票
の
写
し
そ
の
他
の
財
務
省
令
で
定
め
る
も
の
を
い
う
。）を

保
存
し
な
い
場
合
に
は
、
当
該
保
存
が
な
い
課
税
仕
入
れ
に
係
る
消
費
税
額
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。
た
だ

し
、
災
害
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
、
当
該
保
存
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
つ
た
こ
と
を
当
該
事
業
者

に
お
い
て
証
明
し
た
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

11

第
一
項
の
規
定
は
、
そ
の
課
税
仕
入
れ
の
際
に
、
当
該
課
税
仕
入
れ
に
係
る
資
産
が
納
付
す
べ
き
消
費
税
を
納

付
し
な
い
で
保
税
地
域
か
ら
引
き
取
ら
れ
た
課
税
貨
物
に
係
る
も
の
で
あ
る
場
合
（
当
該
課
税
仕
入
れ
を
行
う
事

業
者
が
、
当
該
消
費
税
が
納
付
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
知
つ
て
い
た
場
合
に
限
る
。）に
は
、
当
該
課
税
仕
入
れ
に

係
る
消
費
税
額
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

附
則
第
十
九
条
の
二
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
農
業
協
同
組
合
中
央
会
の
特
例
）

第
十
九
条
の
三

農
業
協
同
組
合
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
（
平
成
二
十
七
年
法
律
第
六
十
三
号
）
附
則

第
十
二
条
（
存
続
都
道
府
県
中
央
会
の
農
業
協
同
組
合
連
合
会
へ
の
組
織
変
更
）
に
規
定
す
る
存
続
都
道
府
県
中

央
会
か
ら
同
条
の
規
定
に
よ
る
組
織
変
更
を
し
た
農
業
協
同
組
合
連
合
会
で
あ
つ
て
、
同
法
附
則
第
十
八
条
（
組

織
変
更
後
の
農
業
協
同
組
合
連
合
会
に
係
る
事
業
等
に
関
す
る
特
例
）
の
規
定
に
よ
り
引
き
続
き
そ
の
名
称
中
に

農
業
協
同
組
合
中
央
会
と
い
う
文
字
を
用
い
る
も
の
は
、
別
表
第
三
第
一
号
に
掲
げ
る
法
人
と
み
な
し
て
、
こ
の

法
律
の
規
定
そ
の
他
の
政
令
で
定
め
る
法
令
の
規
定
を
適
用
す
る
。

別
表
第
一
中「（
第
六
条
」
の
下
に
「
、
第
十
二
条
の
二
、
第
十
二
条
の
三
」
を
加
え
る
。

別
表
第
三
中
「
第
六
十
条
」
の
下
に
「
、
附
則
第
十
九
条
の
三
」
を
加
え
、同
表
第
一
号
の
表
港
務
局
の
項
中「
港

湾
法
」
の
下
に「（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
八
号
）」を
加
え
る
。

（
揮
発
油
税
法
の
一
部
改
正
）

第
七
条

揮
発
油
税
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
五
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
九
条
中
「
二
万
四
千
三
百
円
」
を
「
二
万
四
千
円
」
に
改
め
る
。

（
地
方
揮
発
油
税
法
の
一
部
改
正
）

第
八
条

地
方
揮
発
油
税
法
（
昭
和
三
十
年
法
律
第
百
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
中
「
四
千
四
百
円
」
を
「
四
千
七
百
円
」
に
改
め
る
。

第
七
条
第
二
項
、
第
九
条
第
二
項
、
第
十
条
第
一
項
、
第
十
二
条
第
三
項
及
び
第
十
三
条
第
一
項
中
「
二
百
八
十

七
分
の
四
十
四
」
を
「
二
百
八
十
七
分
の
四
十
七
」
に
、「
二
百
八
十
七
分
の
二
百
四
十
三
」
を
「
二
百
八
十
七
分
の

二
百
四
十
」
に
改
め
る
。

（
印
紙
税
法
の
一
部
改
正
）

第
九
条

印
紙
税
法
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
二
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
九
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
農
業
協
同
組
合
中
央
会
の
特
例
）

第
九
条
の
二

農
業
協
同
組
合
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
（
平
成
二
十
七
年
法
律
第
六
十
三
号
）
附
則
第

十
二
条
（
存
続
都
道
府
県
中
央
会
の
農
業
協
同
組
合
連
合
会
へ
の
組
織
変
更
）
に
規
定
す
る
存
続
都
道
府
県
中
央

会
か
ら
同
条
の
規
定
に
よ
る
組
織
変
更
を
し
た
農
業
協
同
組
合
連
合
会
で
あ
つ
て
、
同
法
附
則
第
十
八
条
（
組
織

変
更
後
の
農
業
協
同
組
合
連
合
会
に
係
る
事
業
等
に
関
す
る
特
例
）
の
規
定
に
よ
り
引
き
続
き
そ
の
名
称
中
に
農

業
協
同
組
合
中
央
会
と
い
う
文
字
を
用
い
る
も
の
は
、
別
表
第
二
に
掲
げ
る
者
と
み
な
し
て
、
こ
の
法
律
の
規
定

を
適
用
す
る
。
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